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わたしたちの町の予算
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越前岬灯台に恋の季節到来
〜恋する灯台認定〜



6
月
補
正
額
は
全
会
計
合
わ
せ
て
、

7
億
8
千
万
円

　
当
初
予
算
は
新
規
事
業
を
計
上
し
な
い「
骨

格
予
算
」
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
29
年
度
６

月
補
正
予
算
は
、新
規
事
業
を
追
加
し
た
「
肉

付
け
予
算
」
と
し
て
い
ま
す
。

予
算
規
模

主
な
事
業

補正前予算額 補正額 補正後予算額

一 般 会 計 124億1,669万9千円 7億5,215万4千円 131億6,885万3千円

国民健康保険事業 25億9,017万4千円 61万4千円 25億9,078万8千円

簡 易 水 道 事 業 3億5,820万6千円 688万6千円 3億6,509万2千円

公共下水道事業 5億9,533万3千円 1,115万7千円 6億649万円

集 落 排 水 事 業 3億1,967万5千円 978万7千円 3億2,946万2千円

土地区画整理事業 6,654万1千円 14万5千円 6,668万6千円

（注）6月補正予算が無い会計は掲載していません。

収　入 支　出

越前さんちの家計簿
ここでは、越前町一般会計（6月補正予算までの総額）を、
1000分の1で置き換えて、家計簿のように表しています。

①収入	 218万円
・町税（町民税や固定資産税など、みなさんが納めた税金）

①生活費	 597万円
・人件費（各種委員の報酬や職員給与に必要なお金）
・物件費（施設の管理や事業の委託などに必要なお金）
・補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し	 47万円
・	繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩し）

③借金の返済金	 126万円
・公債費（町債の元金及び利子の支払いに必要なお金）

⑤修繕費	 13万円
・維持補修費（施設の修繕に必要なお金）

⑦貯金	 15万円
・積立金（将来のために基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金	 4万円
・貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

⑨予備	 1万円
・予備費

④前年度の残金	 40万円
・繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の増築や家財などの購入費	 248万円
・普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や大
規模な設備の購入に必要なお金）
・災害復旧費（被災した施設の復旧に必要なお金）

小計（A）　※自主財源	 379万円

小計（B）　※依存財源	 938万円

収入合計	（A）＋（B）	 1,317万円 支出合計	 1,317万円

②財産・臨時収入	 74万円
・使用料（町の施設や設備の利用料など）
・負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
・財産収入（町の土地などの売却代金）
・寄附金（個人や団体から寄付されるお金）

②医療費	 181万円
・扶助費（子どもや高齢者､ 障がい者の福祉などに必要なお金）

⑤支援金	 764万円
・地方交付税（財源不足に対して国から交付されるお金）
・国 ･県からの補助金（法律などに基づく交付金や事業
の実施に対する補助金）

⑥子どもへの仕送り	 132万円
・繰出金（特別会計や事業会計の事業のために支出されるお金）

⑥借金	 174万円
・町債（銀行などからの借金）

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
予
算

人
に
対
し
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、

町
内
事
業
者
に
対
し
、
就
職
説
明
会
な
ど
へ

参
加
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

﹇
２
０
８
万
４
千
円
﹈

●
観
光
産
業
の
活
性
化

　
観
光
客
の
快
適
な
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、

悠
久
ロ
マ
ン
の
杜
に
あ
る
コ
テ
ー
ジ
な
ど
の

空
調
設
備
の
改
修
や
給
水
設
備
の
整
備
を
行

い
ま
す
。	

﹇
７
９
０
万
円
﹈

●
特
産
品
・
越
前
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
向
上

　

４
月
28
日
に
日
本
六
古
窯
（
越
前
焼
）
が

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
日

本
六
古
窯
サ
ミ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
催
事
を

行
い
、
越
前
焼
の
魅
力
を
効
果
的
・
戦
略
的
に

発
信
し
ま
す
。	

﹇
１
，８
６
６
万
３
千
円
﹈

●
財
政
の
健
全
運
営

　

民
間
企
業
が
用
い
る
資
産
情
報
や
経
営
コ

ス
ト
な
ど
を
示
し
た
財
務
書
類
の
作
成
方
法

を
町
で
も
取
り
入
れ
、
平
成
28
年
度
決
算
か

ら
全
国
の
地
方
公
共
団
体
と
同
じ
基
準
で
財

務
書
類
を
作
成
し
ま
す
。﹇

４
１
１
万
６
千
円
﹈

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課　
☎
３
４‒

８
７
０
２

●
道
路
網
の
整
備

　

国
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、
町
道
の
改
良

や
補
修
、
橋
の
点
検
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

光
ヶ
丘
大
橋
を
長
寿
命
化
す
る
た
め
の
補
修

（
塗
装
）
を
行
い
ま
す
。﹇

３
億
１
０
０
万
円
﹈

●
総
合
的
な
空
き
家
対
策
の
推
進

　

越
前
町
空
き
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、

老
朽
危
険
空
き
家
に
対
す
る
自
主
的
な
管
理

の
指
導
や
除
却
を
支
援
し
ま
す
。

﹇
２
，４
０
２
万
６
千
円
﹈

●
子
育
て
支
援
の
充
実

　

織
田
児
童
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

現
在
の
織
田
保
育
所
の
敷
地
内
に
児
童
館
を

新
築
す
る
工
事
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

﹇
１
５
９
万
４
千
円
﹈

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

　

町
民
が
健
康
づ
く
り
の
目
標
を
立
て
、
運

動
の
実
践
や
健
康
診
断
の
受
診
に
よ
る
達
成

度
合
い
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る「
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」（
え
ち
ぜ
ん
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
）を
導
入
し
ま
す
。
達
成
者
に
は

記
念
品
を
贈
呈
し
、
健
康
な
生
活
へ
の
き
っ

か
け
づ
く
り
を
後
押
し
し
ま
す
。

﹇
１
６
１
万
５
千
円
﹈

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

平
成
30
年
に
開
か
れ
る
「
福
井
し
あ
わ
せ

元
気
国
体
」
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
合
わ
せ
、

ホ
ッ
ケ
ー
場
の
人
工
芝
張
替
え
工
事
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
大
会
運
営
や
観
戦
環
境
の
充

実
の
た
め
、
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
管
理
棟
の
防

水
工
事
や
屋
外
ト
イ
レ
、
駐
車
場
の
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。

﹇
１
億
９
，７
３
１
万
２
千
円
﹈

●
学
校
教
育
環
境
の
充
実

　

情
報
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
糸
生
小
学

校
、
四
ヶ
浦
小
学
校
、
城
崎
小
学
校
に
あ
る

パ
ソ
コ
ン
や
プ
リ
ン
タ
な
ど
を
更
新
し
ま
す
。

 ﹇
５
，７
１
３
万
円
﹈

●
農
業
の
振
興

　

農
業
生
産
性
の
向
上
や
農
業
経
営
の
安
定

化
を
目
指
し
、
農
道
の
舗
装
、
用
排
水
路
の

改
修
、
暗
き
ょ
排
水
を
整
備
し
ま
す
。

﹇
６
，３
５
７
万
４
千
円
﹈

●
水
産
業
の
振
興

　

越
波
に
よ
る
漁
港
設
備
や
民
家
へ
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
白
浜
（
城
崎
）
漁
港
の
護
岸

を
か
さ
上
げ
す
る
た
め
の
設
計
と
工
事
を
行

い
ま
す
。	

﹇
３
，２
０
０
万
円
﹈

●
雇
用
機
会
創
出
と
就
労
環
境
整
備

　

就
職
に
よ
る
人
口
減
少
を
抑
え
る
た
め
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
し
た
人
や
地
元
大
学
な
ど

を
卒
業
し
、
町
内
に
住
み
な
が
ら
就
職
し
た

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

人
と
仕
事
の
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
個
性
を
活
か
し

交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な
健
全
行
財
政
の

ま
ち
づ
く
り

光ヶ丘大橋

老朽化した用水路を改修

人工芝の張替え工事が進む越前町人工芝ホッケー場

健康づくり出前講座

快
適
で
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り

特  集

広報 えちぜん 2平成29年７月号広報 えちぜん3 平成29年７月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



　

5
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
3
日

間
、
越
前
陶
芸
村
で
第
37
回
越
前
陶
芸

ま
つ
り
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
約
60
の
窯
元
が
、
自
分
の
作
品
を
思

い
思
い
に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
陶
器
市
に

は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
足
を
止
め
、
作

家
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
お
気

に
入
り
の
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
陶
器
市
の
他
に
も
、
歌
謡
・
も
の
ま

ね
シ
ョ
ー
や
さ
つ
き
あ
げ
茶
会
、
や
き

も
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
あ
お
ぞ
ら
絵
付

け
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客

が
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

第
37
回
越
前
陶
芸
ま
つ
り

　

5
月
27
日
、
越
前
陶
芸
ま
つ
り
の
会
場
で
、

人
権
意
識
の
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
マ

ス
コ
ッ
ト
人
形
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
と
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
が
大

人
気
で
、
人
権
擁
護
委
員
と
一
緒
に
来
場
者
に

人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
尊
重
の
大
切

さ
を
普
及
啓
発
す
る
活
動
や
、
人
権
問
題

解
決
に
向
け
、
相
談
や
支
援
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
「
人
Ｋ
Ｅ
Ｎ
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
」
が
啓
発
活
動

　
6
月
3
日
・
4
日
、
滋
賀
県
立
伊
吹
運
動
場

（
滋
賀
県
米
原
市
）で
イ
ブ
キ
カ
ッ
プ
ホ
ッ
ケ
ー

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
１
７
が
開
か
れ
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
随
所
に
好
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

イ
ブ
キ
カ
ッ
プ
ホ
ッ
ケ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
１
７

▲入賞した朝日中学校のみなさん

▲優勝した越前ボンバーズのみなさん

▲総合優勝した古川さん ▲大会の様子

　

5
月
14
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
第
23
回
全
国
少
年
少
女
野
球
教
室
が
開
か

れ
、
町
内
4
チ
ー
ム
の
子
ど
も
約
80
人
が
守
備

や
打
撃
な
ど
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
全
国
野
球
振
興
会
（
日
本
プ

ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
）
が
野
球
の
基
本
技
術
を

指
導
し
、
野
球
を
通
じ
て
健
全
で
忍
耐
強
い
学

童
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
で

開
い
て
い
ま
す
。
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
元
巨

人
の
川
藤
龍
之
輔
さ
ん
、
元
広
島
の
乗
替
寿
好

さ
ん
、
元
大
洋
の
湊
谷
武
雄
さ
ん
、
元
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
仲
澤
忠
厚
さ
ん
、
元
ヤ
ク
ル
ト
の
副

島
孔
太
さ
ん
の
5
人
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
教
室
に
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
講
師
の
打

撃
の
飛
距
離
や
ス
イ
ン
グ
の
速
さ
に
驚
き
、
憧

れ
の
プ
ロ
野
球
経
験
者
に
指
導
し
て
も
ら
え
る

こ
と
に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
4
日
、
町
営
球
技
場
野
球
場
で
、
第
12

回
越
前
町
民
軟
式
野
球
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
越
前
ボ
ン
バ
ー
ズ
を

中
心
に
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
で
は
、
越
前
町

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
ご
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
越
前
ボ
ン
バ
ー
ズ

　
準
優
勝　
宮
崎

　
3　
位　
オ
タ
イ
コ
ー
ズ

第
23
回
全
国
少
年
少
女
野
球
教
室

第
12
回
越
前
町
民
軟
式
野
球
大
会

　
6
月
1
日
、
町
営
球
技
場
で
、
第
13
回
越
前

町
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
１
９
５
人
が
参
加
し
、
個
人
戦

を
行
い
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子

　
　
優　
勝　
桑
原　
博
宣

　
　
準
優
勝　
水
島　
靖
男

　
　
3　
位　
細
川　
一
男

　
　
4　
位　
為
国
藤
左
ヱ
門

　
　
5　
位　
河
合　
賢
一

　
女
子

　
　
優　
勝　
古
川　
文
枝

　
　
準
優
勝　
青
木
み
よ
の

　
　
3　
位　
千
秋　
政
子

　
　
4　
位　
源
甲
斐
栄
子

　
　
5　
位　
林　
　
陽
子

　
総
合

　
　
優　
勝　
古
川　
文
枝

　
5
月
22
日
、
岩
開
の
田
ん
ぼ
で
、
あ
さ
が

お
保
育
園
児
が
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
は
、
園
児
に
お
米
が
で
き
る
ま

で
を
実
際
に
田
植
え
か
ら
体
験
し
て
も
ら
う

事
が
目
的
で
、
あ
さ
が
お
組
の
園
児
21
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
福
井
精
米
㈱
の
職
員
の
み

な
さ
ん
と
、
田
ん
ぼ
の
持
ち
主
の
来
田
建
治

さ
ん
か
ら
、
実
際
に
田
植
え
の
仕
方
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
10
月
に
稲
刈
り
を
し
て
、
冬
に
は

お
餅
に
し
て
園
児
た
ち
に
ふ
る
ま
わ
れ
る
予

定
で
す
。

第
13
回
越
前
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

あ
さ
が
お
保
育
園　
田
植
え
体
験

　

4
月
29
日
、
㈱
ク
リ
ー
ン
丹
南
の
み
な
さ
ん

が
、
平
等
区
の
不
法
投
棄
廃
棄
物
の
撤
去
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
同
社
は
第
5
土
曜
日
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
日
と
定
め
て
い
て
、
今
回
は
平
等
区
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
清
掃
し
た
場
所
に
は
、
生
活
ご
み
や
ビ
ニ
ー

ル
く
ず
、
車
の
部
品
な
ど
様
々
な
ご
み
が
捨
て

ら
れ
て
い
て
、
回
収
し
た
約
４
０
０
㎏
の
ご

み
は
、
同
社
へ
持
ち
帰
り
選
別
を
行
い
、
適
切

に
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
に
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
平
等
区
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

大
会
結
果

　
小
学
生
の
部
男
子

　
　
準
優
勝

　
　
　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
3　
位

　
　
　
糸
生
・
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
小
学
生
の
部
女
子

　
　
3　
位

　
　
　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
中
学
生
の
部
男
子

　
　
3　
位　
朝
日
中
学
校

　
中
学
生
の
部
女
子

　
　
3　
位　
朝
日
中
学
校

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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町
で
は
、
漁
業
の
担
い
手
育
成
推
進
事
業
と

し
て
、
町
内
の
小
学
校
全
8
校
を
対
象
に
、
4

年
生
・
6
年
生
に
は
、
越
前
か
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
の
漁
具
・
漁
法
や
越
前
が
に
の
生
態
の
勉

強
を
、
5
年
生
に
は
、
定
置
網
漁
の
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
底
引
き

網
や
定
置
網
の
模
型
を
使
っ
て
の
説
明
や
、

３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
で
、
本

格
的
な
越
前
が
に
漁
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
定
置
網
漁
で
は
、
機
械
で
網
を
巻
き
上
げ
て

魚
を
奥
へ
追
い
込
む
作
業
を
し
て
か
ら
、
２

隻
の
船
で
魚
を
取
り
ま
し
た
。
網
の
中
に
は
、

ト
ビ
ウ
オ
や
ア
ジ
な
ど
が
か
か
り
、
小
学
生
た

ち
は
魚
を
手
で
つ
か
ん
で
カ
ゴ
の
中
に
入
れ
て

い
ま
し
た
。

漁
業
の
担
い
手
を
育
成
し
て
い
ま
す

　
5
月
20
日
、丹
生
高
校
で
、就
職
希
望
者
の
保

護
者
を
対
象
に
企
業
説
明
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
保
護
者
約
40
人
が
出
席
し
、
藤

井
防
災
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
、
社
会
福
祉
法
人
海
楽

園
、
丹
生
郡
森
林
組
合
の
3
社
が
、
会
社
概
要

や
企
業
の
特
徴
、
高
校
生
に
期
待
す
る
こ
と
、

高
校
在
学
中
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
ど
就
職

意
識
形
成
を
目
的
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
企

業
の
思
い
や
、
子
ど
も
達
が
や
る
べ
き
こ
と
が

わ
か
っ
て
良
か
っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た

が
、
町
内
の
企
業
を
知
ら
な
い
保
護
者
が
多

か
っ
た
の
で
、
今
後
、
町
内
企
業
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
持
ち
、
地
元
就
職
・
定
住
促
進
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丹
生
高
校　
就
職
希
望
者
企
業
説
明
会

　
町
で
は
、
平
成
30
年
4
月
採
用
予
定
の
越
前

町
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　
7
月
19
日
㈬
～
8
月
9
日
㈬

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日　
午
前
8
時
30
分
～

　
午
後
5
時
15
分

試
験
職
種
（
採
用
予
定
人
数
）

　
事
務
（
若
干
名
）

受
験
資
格

昭
和
63
年
4
月
2
日
〜
平
成
12
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
人

日
時
・
場
所
な
ど

　
第
1
次
試
験

　
　
日　
　
時

　
　
　
9
月
17
日
㈰　
午
前
8
時
45
分
～

　
　
場　
　
所

　
　
　
福
井
大
学
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
総
合
研
究
棟
Ⅴ
（
福
井
市
文
京
）

　
　
試
験
方
法

　
　
　
適
性
検
査
、
教
養
試
験

平
成
29
年
度
越
前
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験　

　
発
表
方
法

10
月
中
旬
に
役
場
に
掲
示
す
る
ほ
か
、

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
第
2
次
試
験

　
　
日　
　
時

　
　
　
10
月
下
旬
予
定

詳
細
は
、
第
1
次
試
験
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

　
　
申
込
書

7
月
3
日
㈪
か
ら
、
総
務
課
で
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申

込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用

封
筒
（
角
形
2
号
・
Ａ
4
判
）
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。
返
信
用
封
筒
に
は
、

必
ず
返
信
先
を
明
記
し
、
１
４
０
円

切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

7
月
19
日
㈬
以
降
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
電
子
申
請
画
面
か
ら
直
接
、
試
験

申
込
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

夏
季
合
同
企
業
面
接
会

　
日　
時　
7
月
23
日
㈰
午
後
1
時
～
5
時

　
場　
所　
福
井
県
生
活
学
習
館

　
　
　
　
　
（
福
井
市
下
六
条
町
）

　
内　
容　
企
業
面
接
ブ
ー
ス
、
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
企
業
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就
職
サ
ポ
ー
ト

コ
ー
ナ
ー
な
ど

保
護
者
向
け
就
職
セ
ミ
ナ
ー

　
日　
時　
福
井
会
場　
7
月
29
日
㈯

　
　
　
　
　
丹
南
会
場　
7
月
30
日
㈰　
　

　
　
　
　
　
　
両
日
と
も
午
前
9
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

夏
季
合
同
企
業
面
接
会
・
保
護
者
向
け
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

　
場　
所　
福
井
会
場

福
井
県
生
活
学
習
館

（
福
井
市
下
六
条
町
）

　
　
　
　
　
丹
南
会
場

武
生
商
工
会
議
所

（
越
前
市
塚
町
）

　
内　
容　
㈱
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
代
表
取

締
役
大
連
達
揮
氏
に
よ
る
講
演
、

若
手
社
員
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

　
対
象
者　
大
学
生
・
短
大
生
な
ど
と
そ
の
保

護
者

問
合
せ
先　
福
井
県
労
働
政
策
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
３
９
０

　

福
井
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
大
学

院
・
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
な
ど
の
学

生
や
、
卒
業
後
3
年
以
内
の
人
の
就
職
活
動
を

応
援
す
る
専
門
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
す
。
ご
利

用
い
た
だ
く
に
は
、
窓
口
で
の
登
録
（
無
料
）

が
必
要
で
す
。

支
援
メ
ニ
ュ
ー
（
全
て
無
料
）

◦
地
元
企
業
は
も
ち
ろ
ん
全
国
の
求
人
が
検

索
で
き
ま
す
。

◦
専
門
職
員
の
個
人
相
談
や
企
業
見
学
、
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。

◦
臨
床
心
理
士
に
就
活
で
の
悩
み
を
相
談
で

き
ま
す
。

福
井
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
ご
紹
介

◦
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
履
歴
書
の
添
削
や

模
擬
面
接
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦
就
職
面
接
会（
説
明
会
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

　
福
井
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
福
井
市
開
発　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
井
3
階
）

月
～
金
曜
日　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　
福
井
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
福
井
市
西
木
田　
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
1
階
）

月
～
金
曜
日　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問
合
せ
先

　
福
井
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
☎
０
７
７
６‒

５
２‒

８
１
７
０

　
福
井
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
☎
０
７
７
６‒

３
４‒

４
７
０
０

　
5
月
25
日
、
丹
生
高
校
で
、
2
年
5
組
の
生

徒
27
人
と
ｅ‒

と
こ
朝
日
の
佐
々
木
委
員
長
、

専
門
部
会
長
ら
14
人
が
、
朝
日
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
、
若
い
人
の
意
見
を
活
か
し
、

「
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
を
目
指
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
生
徒
か
ら
は
、次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

◦
古
民
家
を
利
用
し
た
カ
フ
ェ
の
開
設

◦
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
充
実

◦
あ
さ
り
ん
ソ
ン
グ
を
つ
く
っ
て
動
画
を
投
稿

す
る
。

◦
観
光
・
文
化
財
ス
ポ
ッ
ト
を
歩
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
投
稿
す
る
。

　
実
現
で
き
る
も
の
は
、
実
現
に
向
け
て
努
め

て
い
き
ま
す
。

丹
生
高
校
生
と
語
る
「
ｅ‒

と
こ
朝
日
」
の
ま
ち
づ
く
り

～
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～

　

5
月
24
日
、
越
前
中
学
校
の
1
年
生
23
人

が
、
小
曽
原
の
新
谷
窯
業
㈱
で
、
職
場
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
瓦
が
で
き
る
ま
で
の
工
程
に

沿
っ
て
説
明
を
聞
き
な
が
ら
工
場
内
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
瓦
造
り
の
現
場

に
興
味
深
々
で
、
工
場
内
の
様
子
や
従
業
員
の

み
な
さ
ん
の
働
く
姿
を
興
味
津
々
で
見
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
見
学
で
、
働
く
こ
と
に
対
す
る
意
識

や
、職
業
に
対
す
る
興
味
が
湧
く
こ
と
、ま
た
、

地
元
の
産
業
に
触
れ
る
こ
と
で
地
元
に
対
す
る

愛
着
が
芽
生
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

越
前
中
学
校　
職
場
見
学

受
付
期
間

　
7
月
1
日
㈯
～
9
月
8
日
㈮

※
自
衛
官
候
補
生（
男
）の
受
付
は
、年
間
を
通
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。

試
験
職
種

　
①
航
空
学
生

　
②
一
般
曹
候
補
生

　
③
自
衛
官
候
補
生

自
衛
官
募
集　
～
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
～

受
験
資
格

①（
航
空
）18
歳
〜
21
歳
未
満
で
高
卒
以
上
の

人
（
見
込
み
含
む
）

　
（
海
上
）18
歳
〜
23
歳
未
満
で
高
卒
以
上
の

人
（
見
込
み
含
む
）

　
②
18
歳
～
27
歳
未
満
の
人

　
③
18
歳
～
27
歳
未
満
の
人

問
合
せ
先

　
自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部　
越
前
地
域
事
務
所

　
☎
２
２‒

６
１
３
９
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越
前
町
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
若
者
就
職
奨
励
金

　
越
前
町
に
移
住
し
て
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
（
①~
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
町
に
住
民
票

を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額　
1
人
に
つ
き
5
万
円

就
職
関
係
奨
励
金
の
お
知
ら
せ

越
前
町
地
元
大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金

　
県
内
に
所
在
す
る
大
学
や
短
期
大
学
、
専
門

学
校
な
ど
を
卒
業
し
、
町
内
外
の
事
業
所
で
定

職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
（
①~

⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額　
1
人
に
つ
き
5
万
円

問
合
せ
先　
就
労
支
援
室　
☎
３
４‒

８
７
０
５

　

町
内
の
事
業
所
で
就
業
体
験
を
し
ま
せ
ん

か
。
町
内
の
産
業
や
魅
力
あ
る
事
業
所
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
や
受
入
先
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
大
学
院
生
、
大
学
生
、
短
大
生
、

　
　
　
　
　
専
修
学
校
生
、
高
専
生

受
入
先　
町
内
事
業
所

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

	

申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　
面
接
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
込
書
に

よ
り
、
受
入
先
が
受
入
を
決
定
し

ま
す
。

問
合
せ
先　
就
労
支
援
室　
☎
３
４‒

８
７
０
５

越
前
町
で
就
業
体
験　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
者
募
集

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
流
れ

申
込
み
（
7
月
末
ま
で
）

就
業
体
験
（
8
月
以
降
随
時
）

就
労
支
援
室
か
ら
受
入
決
定
の
連
絡

（
8
月
中
旬
）

　

町
内
在
住
の
小
・
中
・
高
校
生
と
丹
生
高
校

生
を
対
象
と
し
た
夏
季
期
間
限
定
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
発
売
し
ま
す
。
利

用
期
間
中
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
乗
り
放

題
に
な
り
大
変
お
得
で
す
。

　
購
入
さ
れ
た
人
に
は
、「
路
線
図
・
時
刻
表
」
を

差
し
上
げ
ま
す
。フ
リ
ー
パ
ス
券
で
町
内
を
回
っ

て
、
夏
の
思
い
出
づ
く
り
は
い
か
が
で
す
か
。

販
売
期
間　
7
月
3
日
㈪
～
8
月
18
日
㈮

利
用
期
間　
7
月
21
日
㈮
～
8
月
31
日
㈭

価　
　
格　
５
０
０
円

問
合
せ
先　
企
画
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
０
２

夏
季
期
間
限
定
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
発
売
し
ま
す

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
の
収

益
金
は
、
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
越
前
夏
ま

つ
り
と
あ
さ
ひ
ま
つ
り
に
協
賛
し
ま
す
。

　
県
内
の
市
町
に
あ
る
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

発
売
期
間　
7
月
18
日
㈫
～
8
月
10
日
㈭

問
合
せ
先　
（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒

５
７‒

１
６
３
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
は
県
内
の
市
町
で
購
入
を

　
7
月
28
日
㈮
か
ら
、
暗
証
番
号
（
4
桁
）
が

搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
）
に
設
置
さ
れ
て

い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
、
納
税
証
明
書
、

所
得
証
明
書
、
資
産
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
、

戸
籍
の
附
票
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
戸
籍
の
改
製
原
戸
籍
と
除
籍
は

発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
戸
籍
謄
本
・
抄
本
は
、
住
所
地
と
本
籍
地
が

町
内
の
人
は
、
通
常
の
操
作
で
取
得
で
き
ま
す

が
、
本
籍
地
が
町
外
に
あ
る
人
は
、「
利
用
登
録

申
請
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
籍
地
の

あ
る
市
町
村
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
利
用
登
録
申
請
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
に
よ
る
申
請

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
挿
入
し
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
②
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
の
申
請

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か

ら
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
利
用

登
録
ボ
タ
ン
」
を
押
し（
図
1
）、本
籍
地

を
選
択
し
ま
す（
図
2
）。

そ
の
後
、画
面
の
指
示
に
従
い
、筆
頭
者
（
は

じ
め
に
か
か
れ
て
い
る
人
）、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
有
効
期
限
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
顔
写
真
の
下
の
4
桁
の
数
字
）
を
入

力
し
ま
す
。

税
証
明
と
戸
籍
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
り
ま
す※

申
請
か
ら
登
録
ま
で
に
1
週
間
程
度
か

か
り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
1
週
間
後

に
再
度
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
来

店
し
、
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
証
明
書
を

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
作
業
に
伴
い
、
7
月
24
日
㈪
～
27
日

㈭
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
サ
ー
ビ
ス
を
休

止
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
　
　
　
　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

図1　利用登録入力画面図2　本籍地入力画面

このコーナーでは、町内事業所に勤める若者を紹介します。
インタビューの様子は、動画でもご覧いただけます。

■
目
標
は
、
何
を
任
さ
れ
て
も
信
頼
さ
れ
る
技
術
者
に
な
る
こ
と
！

　

小
・
中
・
高
と
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
体
力
に
自

信
が
あ
る
と
い
う
橋
本
さ
ん
は
、
地
元
の
大
学
を
卒
業
し
、
鯖
江
精
機
㈱
に
就

職
。
産
業
用
機
械
の
組
立
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
機
械
の
組
み
立
て
や
、
加
工
を
す
る
こ
と
に
興
味
が
あ
り
、
先
輩
が
鯖
江
精

機
㈱
に
就
職
し
た
こ
と
が
、
職
場
選
び
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
社
員
の

み
な
さ
ん
は
優
し
く
て
、
ま
た
、
機
械
を
組
み
立
て
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
、
今
の
職
場
に
勤
め
て
良
か
っ
た
と
日
々
実
感
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
仕
事
で
は
、
ミ
ス
が
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
橋
本
さ
ん
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
方
法
は
、
休
日
に
友
人
と
食
事
に
行
っ
た
り
買
物
を
し
た
り
す
る

こ
と
。
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
越
前
町
で
暮
ら
し
て
い
る
橋
本
さ
ん
は
、
越
前

町
の
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
穏
や
か
な
と
こ
ろ
が
大
好
き
で
、
多
少
不
便
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
も
全
然
気
に
な
ら
な
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
人
に
向
け
て
一
言

「
社
会
人
に
な
る
と
、
時
に
は
悔
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
我
慢
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
明
る
さ
と
積
極
性
を
忘
れ
ず
に
、

何
事
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。」

鯖江精機㈱

橋
は し

本
も と

  逸
い つ

視
み

さん
（25歳　広野区）

輝いてます！

働く若者

Shining
working youth

第1回

広報 えちぜん 8平成29年７月号広報 えちぜん9 平成29年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ



　
7
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域

の
チ
カ
ラ
～
」
の
強
調
月
間
で
す
。

　
7
月
25
日
㈫
午
前
9
時
30
分
か
ら
、
朝
日
多

目
的
ホ
ー
ル
（
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
）
で
第
67
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
と
標
語
・
作
文
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
す
。

問
合
せ
先　
男
女
共
同
参
画
・
人
権
室

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
５

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す

男女共同参画・人権のとびら

　5月28日、乙坂区で子どもからお年寄りまで約100人の区民が参加し、気づき事業が
行われました。消防署職員を講師に招いて、男女共同参画の視点から、高齢者や女性も災
害時の担い手として迅速かつ適切な災害対応ができるよう、乙坂区消防組の訓練や家庭内
での消火器の使い方を教わりました。参加した乙坂区民のみなさんは、消火器実習や消防
組の訓練を見て、日頃忘れていた防災に関する心構えを再認識しました。
　また、消防署職員による講演や展示されたハザードマップを見て、防災知識の向上を図
りました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

男女共同参画気づき事業 in 乙坂区

Vol.13
認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
は
、
町
の
委
任

を
受
け
、
身
体
や
知
的
に
障
が
い
の
あ
る
人
や

家
族
な
ど
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
の
内
容
な
ど
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

細
川　
一
男（
朝
日
地
区
）　
☎
３
４‒

０
５
８
８

五
島　
邦
代（
朝
日
地
区
）　
☎
３
４‒

５
２
４
８

株
田　
数
馬（
宮
崎
地
区
）　
☎
３
２‒

２
７
６
３

仲
保　
國
勝（
越
前
地
区
）　
☎
３
７‒

１
０
６
９

菅
原　
良
嗣（
越
前
地
区
）　
☎
３
７‒

０
１
９
３

杉
森　
則
夫（
織
田
地
区
）　
☎
３
６‒

１
２
６
２

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
を
ご
紹
介
し
ま
す知

的
障
害
者
相
談
員

日
向　
明
世（
町
内
全
域
）

☎
０
７
７
６‒
２
５‒
０
１
３
９

寺
坂　
律
子（
町
内
全
域
）　
☎
３
４‒
０
６
５
６

※
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　

町
で
は
、
ご
み
減
量
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
生
ご
み
処
理
容
器
（
密
閉
バ
ケ
ツ
・
コ
ン

ポ
ス
ト
容
器
）、
家
庭
用
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
す
る
人
に
助
成
を
行
い
、
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器

　
対　
象　
者

　
　
町
内
の
個
人
や
団
体

　
助
成
金
の
額

購
入
費
用
の
3
分
の
2
以
内
（
密
閉
バ
ケ

ツ
は
2
千
円
／
個
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
は

1
万
円
／
個
を
上
限
）

生
ご
み
処
理
容
器
・
処
理
機
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
対　
象　
者

　
　
町
内
の
店
舗
で
購
入
し
た
町
内
の
個
人

　
助
成
金
の
額

購
入
費
用
の
3
分
の
2
以
内
（
4
万
円
／

個
を
上
限
）

※
購
入
前
に
申
請
書
を
住
民
環
境
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
購
入
後
の
申
請
は
、
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
県
で
は
、
集
落
単
位
で
5
年
以
上
継
続
し
て

間
伐
な
ど
に
取
り
組
む
区
に
対
し
、
計
画
の
策

定
な
ど
に
１
４
０
万
円（
初
年
度
の
み
）の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
通
常
、
間
伐
な
ど
を
実
施
し
た
場
合
、
自
己

負
担
が
生
じ
ま
す
が
、
区
単
位
で
ま
と
ま
る
こ

と
で
低
コ
ス
ト
化
に
つ
な
が
り
、
ま
た
間
伐
材

も
ま
と
ま
っ
た
量
で
売
払
い
で
き
る
た
め
、
1

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
数
万
円
程
の
利
益
が
見
込
め

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
他
に
も
、
山
菜
の
販
売
や
き
の
こ
の
原

木
栽
培
に
興
味
が
あ
る
人
に
対
し
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
丹
南
農
林
総
合
事
務
所

　
　
　
　
　
丹
生
林
業
・
木
材
活
用
課

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
７
９
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ（
集
落
）林
業
に
取
組
む
み
な
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
基
準
額
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ
は
、
今
月
中
旬
に
納
税

通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

軽
減
基
準
額
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　
2
割
軽
減

　
　
（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
※
１
）

　
　
×
49
万
円
＋
33
万
円
≧
世
帯
所
得
※
２

　
5
割
軽
減

　
　
（
被
保
険
者
数
＋
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
※
１
）

　
　
×
27
万
円
＋
33
万
円
≧
世
帯
所
得
※
２

　
7
割
軽
減

　
　
33
万
円
≧
世
帯
所
得

　
県
民
の
積
極
的
な
投
票
参
加
と
、
明
る
い
選

挙
の
推
進
を
呼
び
か
け
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
や
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
人

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
な
ど
の
必
要
事
項

を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
、

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
各
図
書
館
の
窓
口
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
福
井

県
選
挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
基
準
額
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

「
明
る
い
選
挙
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

※
1	

国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
っ
た
人

※
2	

65
歳
以
上
で
年
金
収
入
が
あ
る
人
は
、

世
帯
所
得
か
ら
最
大
15
万
円
を
引
い
た

額
が
軽
減
判
定
基
準
額
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
９

応
募
期
間　
９
月
１
日
㈮
ま
で

提
出
先　
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
主
催
者
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
、
今
後
の
各
種
選
挙
の
啓
発
活

動
に
利
用
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
０
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今
年
の
招
待
者
は
、
満
77
歳
以
上
（
昭
和
15

年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
の
み
な
さ

ん
で
す
。

期　

 

日　
9
月
3
日
㈰

時
間
・
場
所

　
朝
日
地
区　
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
朝
日
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
）

　
宮
崎
地
区　
午
前
10
時
40
分
～

　
　
　
　
　
　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
織
田
地
区　
午
前
11
時
10
分
～

　
　
　
　
　
　
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田

　
越
前
地
区　
午
前
11
時
50
分
～

　
　
　
　
　
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
体
育
館

平
成
29
年
度　
敬
老
会
の
ご
案
内

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
　
　
　
　
宮
崎
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　
☎
３
２‒

７
７
１
１

　
　
　
　
　
越
前
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　
☎
３
７‒

７
７
１
１

　
　
　
　
　
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　
☎
３
６‒

７
７
１
１

　
越
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
朝
日
・
宮

崎
・
越
前
・
織
田
地
区
の
4
地
区
か
ら
な
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

福
祉
活
動
や
健
康
保
持
と
友
愛
活
動
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
能
・
趣
味
・
娯
楽
な
ど
の
ク
ラ

ブ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数　
３
，５
１
７
人

（
男
１
，５
４
７
人
・
女
１
，９
７
０
人
）（
平

成
29
年
4
月
現
在
）

ク
ラ
ブ
活
動
数　
50
ク
ラ
ブ

今
年
度
の
主
な
事
業

　
球
技
大
会
（
県
大
会
予
選
兼
）

　
　
7
月
5
日
㈬　
朝
日
総
合
運
動
場

の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命　
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を

　
趣
味
の
作
品
展
（
ふ
く
い
健
康
長
寿
祭
）

　
　
9
月
16
日
㈯　
大
野
市
・
勝
山
市

　
芸
能
ま
つ
り
（
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
な
ど
）

　
　
11
月
10
日
㈮　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

会
員
募
集

　
越
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
各
地
区

の
特
色
を
生
か
し
、
趣
味
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
と

お
し
て
、
会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
、
明
る
く
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る

た
め
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
の
み
な
さ
ん

の
活
力
を
生
か
し
て
、
住
み
や
す
い
町
に
し
ま

せ
ん
か
。

問
合
せ
先　
越
前
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

２
１
０
０

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
更
新
時
期
で
す

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
7

月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
福

井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
今
月
中

に
簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
現
在
の
保
険

証（
青
色
）は
、
ハ
サ
ミ
で
切
る
な
ど
し
て
破

棄
し
、
8
月
1
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証（
緑

色
）を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

※
真
ん
中
で
切
り
離
す
と
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
、
切
り
離
さ
ず
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
負
担
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
す

　
8
月
1
日
か
ら
の
負
担
割
合
は
、
平
成
28
年

中
の
所
得
を
も
と
に
判
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
と
負
担
割
合
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

▼裏 ▼表

　
現
在
お
使
い
の
医
療
費
受
給
資
格
証
の
有
効

期
限
は
、
7
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。
対
象
者
に

は
、
今
月
中
旬
ご
ろ
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
更

新
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
平
成
28
年

中
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
や
未
申
告

の
場
合
は
、
8
月
1
日
以
降
、
助
成
は
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
分
の
所
得
申
告
を
し
て
い
な
い
人

は
、
必
ず
申
告
を
済
ま
せ
て
か
ら
更
新
の
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新
時
期
で
す

対
象
者

　
重
度
障
害
者
・
母
子
・
寡
婦
・
父
子
医
療
費

　
受
給
者

（
重
度
障
害
者
医
療
費
受
給
資
格
証
は
直
接
郵

送
し
ま
す
の
で
、更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。）

期　
　
限　
7
月
31
日
㈪

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

空き家等新規創業支援事業
　町内の空き家等を利用して地域活性化を図ることを
目的に、新規に創業する個人または事業者に対して空
き家等の購入・改修費用の一部を補助します。
補助金の額
（購入）50万円（費用の2分の1以内）
（改修）50万円（費用の3分の2以内）

空き家等地域貢献活用支援事業
　空き家等を改修し、地域の活性化を図ることを目的
にNPO法人または地域自治組織団体（区など）が空
き家等を改修する費用の一部を補助します。
補助金の額
最大100万円（費用の3分の2以内）

空き家片づけ支援事業
　空き家等の流通促進・越前町空き家情報バンク登録
推進を目的に、空き家等にある家財道具の処分運搬や
屋内の清掃の費用の一部を補助します。
補助金の額
最大5万円（費用の2分の1以内）

空き家等除去支援事業
　老朽危険空き家等の撤去を促進し、跡地を適正管理
することで、安全・安心の確保や住環境の向上を図る
ことを目的に、空き家等を解体、処分、撤去する費用
の一部を補助します。
補助金の額
最大50万円（工事に要した費用または固定資産税課
税台帳に記載の床面積の合計に1万円を乗じた額の
いずれか小さい額に2分の1を乗じた金額以内）

【フラット35】子育て支援型が利用可能になります

　【フラット35】子育て支援型とは、町と住宅金融支援機構が連携し、町の補助金による財政的支援とあ
わせて、【フラット35】の借入金利を当初5年間、0.25%引き下げる制度です。
※【フラット35】とは、最長35年の全期間固定金利住宅ローンです。
利用要件
町が発行する証明書を金融機関に提出する必要があります。制度を利用する人は、申請書を定住促進課
に提出してください。また、住宅の耐久性などの技術基準やその他融資基準を満たす必要があります。
各基準の詳細は、ホームページ（http://www.flat35.com）でご確認ください。

【フラット35】子育て支援型が利用できる補助事業
多世帯近居住まい推進事業（申請時点で18歳以下の同居する子どもがいる人のみ）

木造住宅耐震化促進事業
　一般診断法とは異なる伝統耐震診断法による耐震診断
や補強プランの作成にかかる費用の一部を補助します。
　これにより、基礎のやり替えをせずに伝統的民家の耐
震改修ができるなど、改修費用の軽減が見込まれます。
伝統耐震診断・補強プラン作成
伝統耐震診断士が耐震性能を診断し、具体的な耐震
補強方法や概算費用などの簡易な補強プランを作成
します。ただし、診断前に古民家鑑定、床下診断を
行っていただく必要があります。
対象となる住宅
伝統的構法によって建てられ、建設後50年を経過
した木造住宅

個人負担額
　23,760円（費用の10分の9）
※古民家鑑定、床下診断に係る費用は別途必要です。

　これらの補助をご利用されたい人は、事前にご相談
ください。

問合せ先　定住促進課　☎34‒8727

空き家対策や耐震を補助します
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防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）

☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

A word from the international arena...

Vol.126
国際交流室から一言

アメリカの大学生が越前町を訪れました

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　5月23日から30日まで、米国大学生15人と引率教授3
人の訪問団が町を訪れました。訪問団は、ジョージア州の
ピードモント大学で主に美術を専攻していて、越前焼の研
修を目的に来町しました。また、マサチューセッツ州のブ
リッジウォーター大学教授もこの交流に参加しました。
　滞在中は、越前焼の象徴である穴窯の窯焚き体験や陶芸
村近辺の窯元を視察して、最後に越前陶芸まつりを満喫し
ました。また、地元の農家さんの指導のもとで田植え体験
をしたり、宮崎小学校で児童と交流しました。
　小学校での交流は今回が初めてとなり、訪問団は児童と
給食を食べたり、一緒に遊んだり、掃除に参加したりしま
した。特に日本の小学校では、児童が自ら学校の掃除をし
ていることに驚いていました。また、言葉があまり通じな
い中でも大学生と児童は身振り手振りで確認をし合い、元
気よくドッジボールや鬼ごっこなどで遊びました。この滞
在がとても良い思い出になったようで、帰国後、町での出
来事を写真とともにインターネットで紹介していました。

平成29年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  5月16日～ 6月15日

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成29年度 町道田中線消雪施設整備事業
送・散水管敷設工事 田 中 14,580,000 ㈱丸安建設 建 設 課

平成28年度（繰） 町道沖田・笈松線道路改良工事（その１） 入 尾 2,383,560 オタ建設㈱ 建 設 課

平成29年度 町道茂原道口線道路改良工事 厨 3,844,800 ㈱四ヶ浦建設 建 設 課

平成28年度（繰） 町道田中線消雪施設整備事業
排水施設整備工事 田 中 2,541,240 斉藤建設㈱ 建 設 課

平成29年度 漁業集落排水処理施設機器修繕工事 小 樟 外 18,338,400 ㈱中西 上下水道課

平成29年度 公共下水道処理施設機器修繕工事 気 比 庄 外 18,036,000 ㈱大生 上下水道課

平成29年度 農業集落排水処理施設機器修繕工事 野 末 外 12,312,000 ㈲細川電工 上下水道課

平成29年度 特環公共下水道処理施設機器修繕工事 江 波 外 8,100,000 越前電気㈱ 上下水道課

平成29年度 八田浄水場機器修繕工事 八 田 4,298,400 寿美工業㈱
北陸営業所 上下水道課

平成29年度 越前中学校空調機器改修工事 大 樟 4,550,040 國成建設㈱ 学校教育課

平成29年度 朝日中学校空調機器設置工事 気 比 庄 3,466,800 大門建設㈱ 学校教育課

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

町民による「火災予防標語」を募集します

鯖江・丹生消防組合消防吏員を募集します

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　火事のない安全なまち越前町を目指し、町民のみなさんから火災予防標語を募集し、火災予防の啓発を行います。
　入賞作品は、町内の公共場所や催事場所で巡回展示します。また、最優秀作品は、丹生分署広告塔に展示します。

受付期間　7月10日（月）～8月14日（月）	（当日消印有効）

試験職種　消防吏員	 採用人数　4人

受験資格　昭和62年4月2日～平成12年4月1日生まれで日本国籍を有する人。
　　　　　性別、学歴は問いませんが、高等学校卒業程度の学力が必要です。
　　　　　※詳細な受験資格は、お問合せください。

日時・場所　第1次試験　9月17日（日）　鯖江市スポーツ交流館（鯖江市宮前2丁目）
　　　　　第2次試験　10月中旬（詳細は、第1次試験合格者に通知します）

申込用紙　試験要綱・申込書は、消防本部、丹生分署および朝日・越前分遣所、越前町役場、宮崎・越前・織
田コミュニティセンターにありますので、必要事項を記入し、消防本部へ持参または郵送でお申
し込みください。郵送の場合は、必ず書留郵便で、封筒の表に「鯖江・丹生消防組合消防吏員採
用候補者試験」と朱書きしてください。

　　　　　申込用紙は、消防組合ホームページからダウンロードもできます。
　　　　　希望者に対し、職場説明会を行います。受験に際し必須ではありません。

日　　時　7月8日（土）　午前9時～正午	 場　　所　鯖江・丹生消防組合消防本部　会議室

内　　容　消防業務説明、署所見学	 申込方法　電話または Eメールでお申し込みください

申込締切　7月5日（水）　正午

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

内　　容　火災予防に関する標語	 対 象 者　町内に在住の人

募集期間　7月3日（月）～8月10日（木）	（当日消印有効）

応募方法　標語、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を明記し、
	 次のいずれかの方法で応募してください。
　　　　　①郵送　　② FAX　　③ Eメール
　　　　　④丹生分署、朝日分遣所、越前分遣所に設置の応募用紙による方法
　　　　　※応募用紙は、ホームページからダウンロードもできます。

応 募 先　〒916‒0223　丹生郡越前町下河原25‒13‒1　鯖江・丹生消防組合消防署丹生分署
　　　　　FAX	36‒0119　　Eメールアドレス	nyu@fd-sabaenyu.jp

そ の 他　応募作品の著作権は、越前町防火協会に帰属します。

問合せ先　越前町防火協会事務局（鯖江 ･丹生消防組合消防署　丹生分署内）　☎36‒0119

「火の用心　ことばを形に　習慣に」平成29年度全国統一防火標語

▲越前陶芸まつりで子ども達と交流

▲小学校での交流を初めて行いました

広報 えちぜん15 平成29年７月号

町からのお知らせ

広報 えちぜん 14平成29年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜん



広報 えちぜん 16平成29年７月号広報 えちぜん17 平成29年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
は
、
田
ん
ぼ
を
キ
ャ
ン
バ

ス
に
見
立
て
、
古
代
米
な
ど
の
色
が
異
な
る
稲

を
植
え
る
こ
と
で
巨
大
な
絵
や
文
字
を
作
る
も

の
で
す
。
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
実
体
験
や

交
流
を
と
お
し
て
、
農
業
農
村
へ
の
理
解
を
深

め
、
食
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
取
組
み
で
す
。

　
全
国
で
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
か
ら
地
域
お
こ
し
に

貢
献
し
て
い
る
25
団
体
が
集
ま
り
、
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
の
普
及
推
進
と
Ｐ
Ｒ
、
地
域
の
活
性
化

を
目
的
に
、
全
国
各
地
の
取
組
み
発
表
や
講
演

会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、（
一
社
）
全

国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら

の
拠
出
金
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
全
国
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト
in
越
前
町

期
日
・
場
所

　
7
月
6
日
㈭　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

日　
　
程

　
午
後
1
時　
開
会
式

　
午
後
2
時　
講
演
会

　
　
　
　
　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
午
後
5
時　
現
地
で
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
見
学

　
午
後
6
時　
参
加
団
体
と
の
交
流
会

　
　
　
　
　
　
（
会
費
5
千
円
）

主　
　
催

　
２
０
１
７
全
国
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
サ
ミ
ッ
ト

　
in
越
前
町
実
行
委
員
会
、

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

　
農
林
水
産
課　
☎
３
４‒

８
７
０
４

　

今
年
は
、
あ
さ
ひ
ま
つ
り
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ

ザ
イ
ン
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
絆

を
深
め
る
願
い
を
込
め
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。
ご
希
望
の
人
は
、
販
売
店
で
お
求
め
く
だ

さ
い
。

色　
　
　
黒
（
文
字
色　
黄
）

サ
イ
ズ　
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・
Ｌ
Ｌ

価　
格　
１
，５
０
０
円
（
税
込
）

販
売
店
（
五
十
音
順
）

　
た
ま
や
（
上
糸
生
）　　
☎
３
４‒

５
０
１
５

　
辻
呉
服
店
（
西
田
中
）　
☎
３
４‒

０
１
３
５

　
ニ
ュ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
（
朝
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

☎
３
４‒

１
１
１
６

　
ま
こ
と
や
呉
服
店
（
天
王
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

☎
３
４‒

０
１
１
５

　
ま
る
き
屋
（
西
田
中
）　
☎
３
４‒

０
１
５
９

問
合
せ
先

　
あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）	　
☎
３
４‒

８
７
２
０

　
民
踊
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
て
あ
さ
ひ
ま
つ
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
に
は
パ
レ
ー
ド

終
了
後
に
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
事
前
に
踊
り
の
練
習
を
行
い
ま
す
の
で
初
め

て
の
人
で
も
安
心
で
す
。
民
踊
パ
レ
ー
ド
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
さ
ひ
ま
つ
り
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
販
売
し
ま
す

あ
さ
ひ
ま
つ
り
民
踊
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
よ
う練

習
日
時
・
場
所

　
7
月
12
日
㈬　
午
後
8
時
～

　
　
朝
日
中
学
校
体
育
館

　
7
月
19
日
㈬　
午
後
8
時
～

　
　
朝
日
中
学
校
体
育
館

　
7
月
26
日
㈬　
午
後
8
時
～

　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
糸
生
分
館

問
合
せ
先

　
あ
さ
ひ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）　
☎
３
４‒

８
７
２
０

▲裏 ▲表

14：00～ プレオープン
18：30～ オープニングセレモニー
19：00～ 盆踊り大会
20：00～ 花火大会

　今年も「越前漁港広場」を会場とし、「天海
の煌！！ 〜音と光の競演〜」 をテーマに2尺玉を
含む約13,000発の圧倒的な迫力の花火が越前
漁港の夜空を彩ります。
　県内で一番最初に開かれる夏の花火大会を
お楽しみください。

イベントスケジュール

17：00～ オープニングセレモニー
17：20～ オープニングアトラクション
 （順不同）
 ・あさひ、朝日西、朝日南保育所
 ・あさがお保育園

・琴城流大正琴「琴零会」
 グループ・なでしこ
・みんなのスタジオ Happiness
 キッズダンス
・まなびサイト　アピタⅡ
 NOR Iクラスキッズダンス

18：30～ 福井県警察音楽隊パレ―ド
19：00～ 民踊パレード
19：30～ あんどん山車巡行
21：00～ 打上花火

17：00～ 鯖江・丹生消防音楽隊ドリル演奏
17：15～ 福井しあわせ元気国体2018
 はぴねすダンス Party
17：30～ YOSAKOI演舞
 ・あさひ幸若乱舞
 ・朝日蒼天龍神　他8組予定
19：00～ あさりんピック
20：20～　アコースティックライブ
21：00～ お楽しみ抽選会発表

イベントスケジュール

　当日は、越前地区をシャトルバスが運行します。
各バス停留所に運行表を掲示しますので、シャトル
バスをご利用ください。

　越前夏まつりＴシャツの注文受付を商工観光課、
宮崎・越前・織田コミュニティセンター窓口でも行っ
ています。

シャトルバス運行のお知らせ

越前夏まつりＴシャツを販売しています

越前夏まつり2017

第42回あさひまつり

7
月
29
日
㈯

7
月
30
日
㈰



友人のこまやか人情出る涙	 冨田コズヱ
人情に負けた電話の詐欺被害	 渡辺　照子川 柳 広報 えちぜん 18平成29年７月号広報 えちぜん19 平成29年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ

　
越
前
海
岸
に
咲
く
可
憐
な
越
前
水
仙
の
魅
力

を
全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。
越
前
水

仙
や
ふ
る
さ
と
が
大
好
き
な
人
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　
3
人

応
募
資
格

・
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
未
婚
女
性
（
高

校
生
を
除
く
）。

・
水
仙
ま
つ
り
や
宣
伝
活
動
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
で
き
る
人
。

・
他
の
市
町
村
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
に
選
ば

れ
て
い
な
い
人
。

応
募
方
法

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、
生
年
月

日
、
年
齢
、
最
終
学
歴
、
趣
味
、
自
己
Ｐ
Ｒ

を
明
記
し
、
上
半
身
ま
た
は
全
身
の
カ
ラ
ー

写
真
を
添
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

第
43
回
水
仙
ま
つ
り
水
仙
娘
コ
ン
テ
ス
ト　
出
場
者
募
集

応
募
期
限　
9
月
1
日
㈮　
当
日
消
印
有
効

審　
　
査

　
日　
時　
9
月
10
日
㈰　
午
後
1
時
30
分

　
会　
場　
福
井
新
聞
社　
風
の
森
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
福
井
市
大
和
田
）

賞　
　
金　
20
万
円　

問
合
せ
先

　
越
前
海
岸
観
光
協
会
連
合
会

　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）
☎
３
７‒

１
２
３
４

文
化
歴
史
館
ゆ
か
り
の
茶
碗
展

　
雨
田
光
平
記
念
館
で
は
、
現
在
、
織
田
文
化

歴
史
館
が
寄
贈
や
寄
託
を
受
け
た
資
料
の
中
か

ら
、
公
開
さ
れ
る
機
会
の
少
な
い
茶
碗
や
香
炉

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天

目
茶
碗
や
現
代
越
前
焼
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
と
も
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
「
茶

の
本
」
を
書
い
た
岡
倉
天
心
を
題
材
に
し
た
雨

田
光
平
作
品
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

会　
期

　
開
催
中
～
9
月
28
日
㈭

時　
間

　
午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

期
間
中
の
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

（
7
月
17
日
、9
月
18
は
祝
日
の
た
め
開
館
し
、

	

7
月
18
日
、
9
月
19
日
を
休
館
日
と
し
ま
す
）

雨
田
光
平
記
念
館　
特
別
展
示
の
お
し
ら
せ観

覧
料

　
一　
般　
１
０
０
円

　
団　
体　
80
円
（
20
人
以
上
）　

　
共
通
券　
２
０
０
円
（
文
化
歴
史
館
共
通
）

※
中
学
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
で

す
。
入
館
の
際
、
受
付
で
年
齢
の
わ
か
る

も
の
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
雨
田
光
平
記
念
館　
☎
３
６‒

２
６
６
６

　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

1
周
年
を
祝
し
、「
わ
く
わ
く
か
に
っ
こ
フ
ェ
ス

タ
in
越
前
」
を
開
き
ま
す
。

日　
時　
7
月
23
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
所　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

　
　
　
　
道
の
駅
「
越
前
」
に
ぎ
わ
い
広
場

内　
容 
紅
白
饅
頭
配
布
（
先
着
１
０
０
人
）、

記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト（
先
着
３
０
０
人
）、

記
念
似
顔
絵
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
バ
ル
ー

ン
シ
ョ
ー
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、

和
太
鼓
演
奏　
な
ど

越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

問
合
せ
先　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

２
６
２
６　

　
昔
、
熊
谷
区
で
は
旧
宮
崎
村
全
域
の
炭
生
産

の
6
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
く
ま
カ
フ
ェ
（
熊
谷
）
に
で
き
た
炭
焼
き
窯

で
、
本
格
的
な
炭
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
原
木
の
伐
採
体
験
、
原
木
の
窯
入
れ
、

炭
焚
き
体
験
、
炭
出
し
体
験
の
3
つ
の
コ
ー
ス

が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
人
に
は
で
き
上
が
っ
た

炭
2
キ
ロ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日　
　
時

　
原
木
の
伐
採
体
験

　
　
7
月
29
日
㈯　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
原
木
の
窯
入
れ
、
炭
焚
き
体
験

　
　
7
月
31
日
㈪　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
炭
の
窯
出
し
体
験

　
　
8
月
11
日
㈮　
午
前
9
時
～
正
午

申
込
期
限　
7
月
18
日
㈫

炭
づ
く
り
体
験　
参
加
者
募
集

準
備
物　
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
軍
手
、

　
　
　
　
　
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル

問
合
せ
先　
西
三
区
自
治
協
議
会
事
務
局　
北
野

　
　
　
　
　
☎
０
９
０‒
２
０
９
９‒

６
９
１
９

問合せ先　スポーツ振興課　☎34‒8730

　今年は、福井ミラクルエレファンツ創設10周年ということもあり、阪神タイガースファーム
チームとの交流戦を「越前町の日」として行います。球場の外では、越前町の特産品、様々な
飲食物やエレファンツグッズなども販売しています。

　　福井ミラクルエレファンツ交流戦「越前町の日」

試合前アトラクション・セレモニー（予定）
◦国体 PR
	 Angel	MARINE（越前町キッズダンス合同
チーム）によるダンス
◦越前町観光 PR

試合中イベント
試合中随時		◦	ファウルボールプレゼント（提供／越前町）

5回終了時		◦	越前町お楽しみ抽選会
　　　　　		◦	カラーボール抽選会（提供／100満ボルト）

試合内容　　　　　福井ミラクルエレファンツ　	VS	　　　　阪神タイガース ファーム

日　　時　8月2日（水）　午後3時30分開場（予定）　　午後 5時試合開始（雨天中止）

場　　所　スポーツ公園野球場「福井フェニックススタジアム」（福井市安田町）

チケット　当日券　大人　2,000円　　小中高生　1,200円
　　　　　※全席自由。
　　　　　※前売券の販売は、ありません。

　
夏
休
み
の
思
い
出
に
、
若
狭
・
お
お
い
町
の

自
然
と
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
町
長
と
親
子

が
ふ
れ
あ
い
、
体
験
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

期　
　
日　
8
月
20
日
㈰

場　
　
所　
若
州
一
滴
文
庫
と
福
井
県
き
の
こ

の
森
公
園

対
象
者　
町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

　
　
　
　
　
40
人

参
加
費　
1
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
18
歳
未
満
は
無
料
）

行　
　
程　
越
前・織
田・宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
バ
ス
に
順
次
乗
車

子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い　
参
加
者
募
集	

午
前
8
時

	

　
越
前
町
役
場
出
発

	

午
前
10
時

	

　
若
洲
一
滴
文
庫　
館
内
見
学

	

午
前
11
時
15
分

	

　
き
の
こ
の
森　
昼
食
・
散
策

	

午
後
6
時
30
分

	

　
越
前
町
役
場
到
着

宮
崎
・
織
田
・
越
前
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
順
次
降
車

主　
　
催　
越
前
町
母
子
寡
婦
福
祉
会

	

（
ニ
ュ
ー
す
い
せ
ん
の
会
）

申
込
期
限　
8
月
10
日
㈭

問
合
せ
先　
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

２
３
８
８

越
知
山
か
ら
白
山
へ
「
泰
澄
の
風
」

　
今
年
は
、
泰
澄
大
師
に
よ
り
白
山
が
開
か
れ

て
１
３
０
０
年
。
そ
の
白
山
開
山
の
前
に
泰

澄
大
師
が
修
行
し
た
の
が
「
越
知
山
」
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
白
山
開
山
１
３
０
０
年
を
記
念

し
、
越
知
山
と
白
山
の
魅
力
と
神
秘
を
一
陣
の

風
の
ご
と
く
爽
や
か
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
写
真
展
を
開
き
ま
す
。

泰
澄
大
師　
白
山
開
山
千
三
百
年
記
念　
写
真
展
の
ご
案
内

会　
　
期　
7
月
19
日
㈬
～
8
月
7
日
㈪

時　
　
間　
午
前
9
時
～
午
後
9
時

場　
　
所　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　
越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局　
三
田
村

　
　
　
　
　
☎
０
９
０‒

２
８
３
３‒

０
４
３
９



こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第24回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

言い訳に押し流されていく本音	 山田千栄子
言い訳をしない男の潔さ	 松村　典子川 柳言い訳をする歳でないあやまろう	 武藤　久子

昭和時代人情映画よく観てた	 山内　千代川 柳

対象となる検診・検査 対　　　　象　　　　者
子宮頸がん検診 平成30年3月末までに21歳になる女性（平成 8 年 4 月 2 日～平成 9 年 4 月 1 日生まれ）
乳 が ん 検 診 平成30年3月末までに41歳になる女性（昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれ）

肝 炎 検 査 平成30年3月末までに41歳になる人（昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれ）で、
過去に検査をしたことがない人

講　座　名 日　　　時 場　　　所 内　　　　　容

健康チャレンジ講座 7 月27日（木）
午後 7 時～ 8 時30分 織田コミュニティセンター 体脂肪・筋力測定から始める

健康づくり

講　座　名 日　　　時 場　　　所 問　合　せ　先
暮らしに役立つアロマセラピー
講座（参加費 1,800円）

7月1日（土）
午前 9 時30分～ 11時 織田コミュニティセンター 織田コミュニティセンター

☎36–1111

手づくりアロマスプレー講座
（参加費 1,000円）

7月25日（火）
午後 1 時30分～ 3 時 越前町生涯学習センター 生涯学習課

☎34–2000

健康ストレッチ講座
（2回シリーズ）

①7月26日（水）
②8月 2 日（水）

午後1時30分～ 2時30分
越前町生涯学習センター 生涯学習課

☎34–2000

夏野菜と果物のスムージー
講座

7月26日（水）
午後 1 時30分～ 3 時 宮崎コミュニティセンター 宮崎コミュニティセンター

☎32–2000

「えちぜん健康チャレンジ」ポイント対象講座のご案内

		無料受診券（クーポン券）を送付しました

　6月から開始している「えちぜん健康チャレンジ」のポイント対象講座（7月分）のご案内をします。

　下記の人を対象に、がん検診の無料受診券（クーポン券）
を送付しました。
　あなたの健康のため、家族のために、検診を受けましょう。
　詳しくは、クーポン券や同封のご案内でご確認ください。

　18歳以上の町民のみなさんを対象とした健康づくり応援事業です。健診受診、
30日間の健康づくりの実践、健康講座受講などでポイントを集めると、記念品（越前町商品券1,000円
分または健診助成券1,500円分）がもらえます。詳細は、町ホームページをご覧ください。

1. 健康保険課開催講座…20ポイント
 健康保険課では、健康づくりのための講座を開きます。この講座をきっかけに､ ご自身の健康につ

いて考えてみませんか。

2.「えちぜん健康チャレンジ」協力事業…10ポイント
 越前町生涯学習センターなどで開かれる健康に関する講座です。この講座を受講すると「えちぜん健康

チャレンジのポイントが10ポイントもらえます。詳しくは、生涯学習センターだよりをご覧ください。

 今後1月末まで、毎月「健康チャレンジ講座」を開きます。受講の申し込み、お問い合わせは、健
康保険課までお願いします。

「えちぜん健康チャレンジ」とは

問合せ先　健康保険課　☎34‒8710

7月の休館日　3・10・18・24・31日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　7月のイベント情報

7月16日（日）　午後1時30分～ 4時

陶　と「和の紙」と　花

参加費　1,000円
講　師　村田菜穂氏
　交流会館で和紙漉き体験が
できます。四角じゃない紙を漉
いてみよう。

〜みんなとつながる　ほっこり		のんびり		楽しい		時間〜　毎年好評いただいてい
る当館夏の企画展示「陶
の涼感2017」を今年は
七夕に開催。越前焼の灯
りとりと、越前町内保育
所（園）・小学1年生児
童の願いが詰まった短冊
飾りがたなびく幻想的な
空間をぜひ感じてみてく
ださい。

会　期　7月7日（金）〜 7月23日（日）　※期間中休館日：10日・18日
時　間　午前9時〜午後5時（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村文化交流会館ホール
入場料　無料

【展示作品はご購入いただけます】

陶の涼感2017

7月1日（土）～ 8月27日（日）
泰陶房　服部泰美作品展

　「緑釉」が美しく、色の持つ奥床し
さを感じさせる泰陶房・服部泰美氏
の作品展。ダイナミックな作りの中
にも遊び心が隠れている彼女の作品
は、日常使いのものから花器など、
普段の生活スタイルのアクセントに
なる作品で楽しませてくれます。

七
夕
ま
つ
り

　
今
年
も
七
夕
に
あ
わ
せ
、
受
付
前
に
大
き
な

笹
飾
り
を
作
り
ま
す
。
ご
来
園
の
際
に
は
、
短

冊
に
願
い
事
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
7
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
最
終
受
付
は
午
後
4
時
）

内　
　
容　
◦
入
園
者
全
員
に
、
お
菓
子
や
ク

ラ
フ
ト
体
験（
３
０
０
円
相
当
）

	

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
が
当
た
る
ス

ピ
ー
ド
く
じ

　
　
　
　
　
◦
七
夕
工
作
作
り

	

（
参
加
費
２
０
０
円
）

植
物
標
本
づ
く
り
教
室

　
夏
休
み
の
自
由
研
究
向
け
に
、
植
物
の
探
し

方
、
採
取
方
法
、
押
し
葉
標
本
の
作
り
方
、
ま

と
め
方
を
指
導
し
ま
す
。
一
般
の
人
も
参
加
で

き
ま
す
。

日　
　
時　
7
月
29
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

内　
　
容　
古
墳
公
園
で
植
物
採
集
後
、
植
物

館
で
標
本
づ
く
り

定　
　
員　
30
人
（
要
予
約
）

参
加
費　
１
０
０
円

	

（
テ
キ
ス
ト
代
・
保
険
料
含
む
、

入
園
料
別
）

準
備
物　
山
歩
き
の
服
装
で
、
虫
よ
け
、
熱

中
症
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
夏
の
イ
ベ
ン
ト

葉
脈
標
本
づ
く
り
教
室

　
夏
休
み
の
自
由
研
究
向
け
に
、
植
物
の
種
類

ご
と
に
個
性
あ
る
葉
脈
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
作
品
が
作
れ
ま
す
。
一
般
の
人
も
参
加
で

き
ま
す
。

日　
　
時　
8
月
5
日
㈯

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

内　
　
容　
ア
ル
カ
リ
液
で
葉
脈
だ
け
を
残
し

た
葉
を
作
り
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工

し
た
標
本
を
作
り
ま
す
。

定　
　
員　
30
人
（
要
予
約
）

参
加
費　
２
０
０
円（
材
料
費
、入
園
料
別
）

入
園
料　
大　
人
３
０
０
円

	

中
高
生
２
０
０
円

	
小
学
生
１
０
０
円

植
物
園
臨
時
休
園
の
お
知
ら
せ

　
植
物
館
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
臨

時
休
園
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

期　
　
間　
7
月
10
日
㈪
～
12
日
㈬

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200

広報 えちぜん 20平成29年７月号広報 えちぜん21 平成29年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ健康な暮らしのために



帰省する手荷物なんて苦にならぬ	 山谷　ゆり
サプライズ荷物うずうずして困る	 司辻　文子川 柳人生の思い荷物を捨てて生く	 向当みつ子

小荷物を開くと母が溢れ出る	 原　　榮子川 柳

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
7 月 2 日㈰ 整形外科大城医院 ☎32–3500

7 月 9 日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

7 月16日㈰ 織田病院 ☎36–1000

7 月17日㈪ 藤田医院 ☎34–0044

7 月23日㈰ 織田病院 ☎36–1000

7 月30日㈰ 両林医院 ☎37–0005

♥発達相談会（予約制）
7 月11日㈫ 午後 1 時～ 4 時 朝寿殿

♥すまいる教室（予約制）
7 月13日㈭ 午前10時～ 11時30分 朝寿殿

♠1歳6か月児健診
7 月 6 日㈭ 午後 1 時～ 2 時30分 織田コミュニティセンター

♠離乳食教室・後期（予約制）
7 月11日㈫ 午前10時～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
7 月23日㈰ 午前 9 時30分～正午 役場別館

♦無料法律相談会（予約制）
7 月25日㈫ 午後 1 時～ 4 時 宮崎コミュニティセンター

♦介護おはなし会
7 月27日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 越前町社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
7 月 4 日㈫

午後 1 時～ 4 時

越前町社会福祉センター

7 月11日㈫ 越前地域福祉センター

7 月18日㈫ 織田コミュニティセンター

7 月25日㈫ 宮崎コミュニティセンター

問合せ先　♠健康保険課　　　　　　☎34‒8710
	 　♥福祉課　　　　　　　　☎34‒8725
	 　♦越前町社会福祉協議会　☎34‒2388

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

7 月 4 日㈫ 午前 8 時～ 10時 朝寿殿 ● ● ●

7 月 4 日㈫ 午後 1 時～ 2 時 朝寿殿 ● ● ● ●

7 月 6 日㈭ 午前 8 時30分～ 9 時30分 萩野生活改善センター ● ● ●

7 月 7 日㈮ 午前 7 時30分～ 8 時30分 小樟地区集会施設 ● ● ●

7 月 7 日㈮ 午前 9 時30分～ 10時 城ヶ谷地区集会施設 ●

7 月 9 日㈰ 午前 8 時～ 10時 越前コミュニティセンター ● ● ● ● ●

7 月12日㈬ 午前 7 時～ 9 時 越前サブコミュニティセンター ● ● ●

7 月21日㈮ 午後 1 時～ 2 時 越前サブコミュニティセンター ● ●

7 月21日㈮ 午後 1 時30分～ 2 時 八田集落センター ● ●

7 月25日㈫ 午前 8 時～ 10時 宮崎コミュニティセンター ● ● ●

7 月25日㈫ 午後 1 時～ 2 時 宮崎コミュニティセンター ● ● ● ●

※肝炎検査・ピロリ検査・前立腺検診もあわせて実施。

♠集団健診日程（予約制）

　今年の夏休みも図書館4館で「工作」や「おはなし会」などのイベントを開きます。夏休み期間をとおして
のイベントもありますので、お楽しみに！　詳しくは、館内の掲示や学校からのお便りをご覧ください。

町立図書館

★夏休み期間中の7月22日（土）～ 8月27日（日）の土曜日・日曜日と8月11日（金）は、午前9時
から開館します。（他館は通常どおり）

★夏休み期間は、読書感想文コンクール課題図書・自由研究の本を集めた特集コーナーを設けます。
★7月1日（土）～ 30日（日）はフリスビーなどの「工作コーナー」を設けます。
★7月の「おはなし会」は、8日（土）、22日（土）午後2時からです。

宮崎分館
★夏休み期間は、折り紙や工作ができるミニコーナーを設けます。
★7月の「おはなし広場」は、13日（木）午後3時15分からです。

越前分館
★夏休み期間は、「折り紙コーナー」を設けます。
★「工作とおはなし会」を開きます。（定員30人）

織田分館
★織田文化歴史館との共催で、7月21日（金）から8月31日（木）までイベントを開きます。
　詳しくは、27ページをご覧ください。

広報 えちぜん 22平成29年７月号広報 えちぜん23 平成29年７月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために

問合せ先　　町立図書館　☎34–0395　　　　越 前 分 館　☎37–7713
　　　　　　宮 崎 分 館　☎32–7712　　　　織 田 分 館　☎36–2288

広報見聞録
　広報担当者が、町の「広報」に関する情報
をみなさんにお届けする見聞録。第3回目は
「メール配信サービス」です。
　今までもメール配信サービスは行っていま
したが、今後は情報を細分化し、より知りた
い情報を選択できるようになりました。

⃝防災情報
	 災害情報や避難所情報

⃝お知らせ（緊急）
	 防犯情報、有害鳥獣情報、通行止め断水な
ど緊急性のある情報

⃝お知らせ
	 交通安全情報、微小粒子物質情報、インフ
ルエンザ警報
	 ご登録は、右記のQRコードから簡単にで
きます。詳細は、町ホームページや役場、
各コミュニティセンターに備え付けのチラ
シをご覧ください。

※今までご登録いただ
いていた人も新規に
ご登録していただく
必要があります。

問合せ先　総務課　☎34‒8700

第3回

みんな集まれ！夏休みはドンドン利用しよう

図書館だよ
り

▲情報や地区を選んで受信できます

▲緊急情報（イメージ）

▲ QR コード



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 言い訳はよそう心底覗かれる	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 24平成29年７月号広報 えちぜん25 平成29年７月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 7 月11日（火） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 7 月 5 日（水） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 7 月11日（火） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 7 月11日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 7 月11日（火） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 7 月12日（水） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
6
月
15
日
現
在
）

（
6
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（6月1日現在）

　
日
本
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
協
会
が
主
催
す
る
「
恋

す
る
灯
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で「
恋
す
る
灯
台
」

に
認
定
さ
れ
た
越
前
岬
灯
台
の
写
真
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
灯
台
を
「
ふ
た
り

の
未
来
を
見
つ
め
な
お
す
場
所
」
と
位
置
づ
け
、

ロ
マ
ン
ス
の
聖
地
と
し
て
、
灯
台
の
文
化
や
歴

史
的
価
値
を
再
評
価
す
る
も
の
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
去
年
か
ら
始
動
し
て
い
て
、
全

国
で
30
か
所
の
灯
台
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
越
前
岬
灯
台
で
出
会
っ
た
2
人
が
、
ガ
レ
ッ

ト
カ
フ
ェ
で
、
美
し
い
夕
日
を
見
な
が
ら
恋
に

落
ち
、
結
婚
し
て
、
越
前
町
に
定
住
す
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
恋
す
る
六
古
窯
」
に
続
き
、「
恋
す
る
灯
台
」

に
も
認
定
さ
れ
、
恋
に
溢
れ
る

一
年
に
な
り
そ
う
な
予
感
で
す
。

　
就
労
支
援
室
の
新
連
載
に
合
わ
せ
て
、
連
動

企
画
と
し
て
動
画
を
作
成
し
て
み
ま
し
た
。
広

報
誌
の
可
能
性
を
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情

報
展
開
に
求
め
る
と
、
紙
媒
体
の
短
所
と
な
る

情
報
量
の
限
界
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な

く
、
動
画
で
補
完
す
る
、
ま
た
は
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
性
を
高
め
る
の
が
自
治
体
広
報
誌

の
流
行
り
の
よ
う
で
す
。

　
単
純
に
、
新
し
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

み
た
ら
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
た
だ
そ
れ

だ
け
で
す
が
。

人　口	 22,162人

　男	 10,725人
　女	 11,437人
世帯数	 7,271戸

（前月より47人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中 

水
田　

恭
子
さ
ん
（
84
歳
）

気
比
庄 

竹
内　

君
子
さ
ん
（
94
歳
）

栃　

川 

尾
澤　

博
行
さ
ん
（
70
歳
）

金　

谷 

吉
田
あ
さ
を
さ
ん
（
98
歳
）

横　

山 

藤
澤　

弘
視
さ
ん
（
75
歳
）

牛　

越 

鷲
田
イ
ワ
ヲ
さ
ん
（
96
歳
）

江　

波 

名
谷　

明
美
さ
ん
（
63
歳
）

樫　

津 

武
田　
　

勇
さ
ん
（
82
歳
）

陶
の
谷 

渡
辺
す
み
子
さ
ん
（
84
歳
）

梅　

浦 

塚
﨑
英
三
郎
さ
ん
（
83
歳
）

小　

樟 

石
橋　

清
勝
さ
ん
（
82
歳
）

大　

樟 

佐
々
木
君
子
さ
ん
（
78
歳
）

大　

樟 

古
木
ト
シ
コ
さ
ん
（
90
歳
）

高　

佐 

西
野　

爲
吉
さ
ん
（
91
歳
）

米　

ノ 

中
村　

ト
シ
さ
ん
（
87
歳
）

編
集
後
記

朝　

日 

坂さ
か

崎ざ
き

恵け
い

太た

朗ろ
う

（
和
真
、
男
）

朝　

日 

長は

谷せ

川が
わ

瑞み
ず

季き

（
勝
、
女
）

上
川
去 

澤さ
わ

崎さ
き　

煌あ
き

斗と

（
敏
充
、
男
）

気
比
庄 

青あ
お

山や
ま　

愛い
と

（
由
幸
、
女
）

田　

中 

小こ

島じ
ま　

陽ひ

羽う

（
勇
飛
、
女
）

大　

樟 

淡お

海う
み

穂ほ

乃の

果か

（
廣
利
、
女
）

米　

ノ 

小こ

瀧た
き　

ひ
な
た
（
隼
人
、女
）

高　

橋 

冨と
み

田た　

春は
る

陽ひ

（
大
右
、
男
）

上　

野 

水み
ず

嶋し
ま　

彩あ
や

乃の

（
亮
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
49

―
日
本
遺
産 

編
―

Ｅ
子	
久
し
ぶ
り
で
す
ね
。

学
Ｍ	

こ
ん
に
ち
は
。ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

越
前
焼
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
ね
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

学
Ｍ	

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
遺
産
認
定
を
記

念
し
、今
回
か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、日
本
遺
産
制

度
の
概
要
や
越
前
焼
の
歴
史
・
魅
力
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

Ｅ
子	

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

学
Ｍ 

以
前
に
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
越
前
焼
の
話
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

Ｅ
子	

か
な
り
以
前
の
こ
と
な
の
で
、
改
め
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。そ
も
そ
も
、日
本
遺
産
と
は
ど
の
よ
う
な

制
度
な
の
で
す
か
？
世
界
遺
産
と
同
じ
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。

学
Ｍ	

た
し
か
に
、「
日
本
遺
産
」と
聞
く
と
、「
世
界
遺
産
」

を
思
い
出
し
ま
す
ね
。

	

世
界
遺
産
は
、「
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産

の
保
護
に
関
す
る
条
約
」（
世
界
遺
産
条
約
）
に
基

づ
き
、人
類
が
共
有
す
べ
き「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

を
持
つ
遺
跡
・
景
観
・
自
然
な
ど
を
世
界
遺
産
リ
ス

ト
に
登
録
す
る
制
度
で
す
。

Ｅ
子	

簡
単
に
言
う
と
？

学
Ｍ	

世
界
規
模
で
見
て
、特
に
重
要
な
文
化
・
自
然
遺
産

を
護
り
、後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

	

日
本
遺
産
も
、
当
初
は
世
界
遺
産
を
目
指
す
地
域

や
文
化
財
を
対
象
に
、
世
界
遺
産
に
対
応
す
る
た

め
に
設
計
さ
れ
た
制
度
で
す
。そ
の
後
、地
域
の
文

化
財
を
保
存
・
整
備
す
る
と
と
も
に
、観
光
資
源
と

し
て
国
内
外
へ
と
発
信
し
、
活
用
す
る
方
向
性
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
子	

今
日
の
話
は
、難
し
い
で
す
ね
。分
か
り
や
す
く
云

う
と
、
世
界
遺
産
と
日
本
遺
産
は
ど
の
よ
う
に
違

う
の
で
す
か
。

学
Ｍ	

世
界
遺
産
は
、
文
化
財
な
ど
を
保
存
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
対
し
、日
本
遺

産
は
文
化
財
を
保
存
し
つ
つ
、
観
光
の
た
め
に
活

用
し
て
い
こ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

Ｅ
子	

だ
か
ら
、
日
本
遺
産
は
観
光
誘
致
や
地
域
お
こ
し

に
つ
な
が
る
の
で
す
ね
。

学
Ｍ	

も
う
ひ
と
つ
、大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。日
本
遺

産
は
、
文
化
財
個
々
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な

く
、多
数
の
文
化
財
群
を
面
と
し
て
捉
え
、我
が
国

の
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー（
物
語
）と
し

て
構
築
す
る
も
の
で
す
。

Ｅ
子	

も
う
少
し
、具
体
的
に
お
願
い
し
ま
す
。

学
Ｍ	

日
本
で
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
国
宝
や
重
要
文
化

財
に
指
定
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
に
準
じ
て
、都
道

府
県
や
市
町
村
で
も
独
自
の
指
定
文
化
財
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
福
井
県
で
は
福
井
県
指
定
文
化

財
、
越
前
町
で
は
越
前
町
指
定
文
化
財
と
い
っ
た

形
で
す
。

	

越
前
焼
を
例
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
織
田
文
化
歴

史
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
、「
越
前
焼
三さ

ん

筋き
ん

壺こ

」
は

平
安
時
代
末
期
に
製
作
さ
れ
た
壺
で
、
越
前
焼
の

ル
ー
ツ
が
常
滑
焼
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
た

貴
重
な
資
料
で
す
。そ
こ
で
、越
前
町
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	
こ
れ
ま
で
の
指
定
文
化
財
制
度
は
、
文
化
財
を
単

独
に
扱
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。だ
ん
だ
ん
、分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

学
Ｍ	

そ
の
と
お
り
で
す
。日
本
遺
産
で
は
、越
前
焼
三
筋

壺
だ
け
で
は
な
く
、
中
世
に
越
前
焼
生
産
を
主
導

し
て
い
た
と
さ
れ
る「
劔
神
社
」
の
本
殿
や
、
平
安

時
代
よ
り
現
代
に
伝
わ
る
成
形
技
法「
陶
芸
越
前

大
が
め
捻ね

じ
た
て
成
形
技
法
」、
越
前
焼
以
前
の
窯

業
の
実
態
を
示
す「
神し

明め

ヶが

谷た
に

須す

恵え

器き

窯
跡
」な
ど
、

越
前
焼
に
関
連
す
る
文
化
財
を
セ
ッ
ト
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。

Ｅ
子	

多
く
の
文
化
財
を
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
捉
え
る

と
、
越
前
焼
を
様
々
な
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が

で
き
、よ
り
深
く
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

学
Ｍ	

は
い
。こ
の
よ
う
な
視
点
に
よ
り
、越
前
焼
が
生
ま

れ
た
背
景
や
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
越
前
焼
を
作

り
、
現
在
ま
で
技
術
を
伝
え
て
き
た
か
が
分
か
り

ま
す
。ま
た
、越
前
焼
に
は
先
人
の
美
意
識
が
反
映

さ
れ
て
お
り
、
土
を
育
ん
だ
郷
土
の
風
景
や
街
並

み
に
も
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

	

今
回
は
、
日
本
遺
産
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。少
し
、難
し
か
っ
た
で
す
か
？

Ｅ
子	

そ
う
で
す
ね
。次
回
は
、六
古
窯
や
越
前
焼
の
こ
と

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51−0101

7月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
越前夏まつり2017

【7月1日㈯～7月14日㈮】
第42回あさひまつり

【7月15日㈯～7月28日㈮】
O・TA・Ｉ・KO 響2017 

【7月29日㈯～8月11日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「特別番組　第42回あさひまつり」
・生放送  7月29日㈯　　・再放送  7日30日㈰

■ 「黒沢博の歌チカラ♪」
老人憩いの家 陶寿園
7月22日㈯～28日㈮

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
心をひとつに打ち鳴らせ！
OTAIKO 座明神 Jr.
7月29日㈯～8月4日㈮

学芸員 M

Ｅ子



織田文化歴史館で歴史を知ろう、学ぼう。そして触れよう。

夏休みは織田文化歴史館 ･図書館織田分館へ行こう！
　織田文化歴史館では、夏休み限定で、寄贈図書、町内図書館4館の所蔵図書
を集めて、歴史図書・マンガフェアを開きます。
　卑

ひ

弥
み

呼
こ

や織田信長、人物伝や幕末物、日本から世界の歴史まで、1,300冊の
歴史系の図書やマンガが文化交流ホールに集まります。
　今年は、白山開山1300年の記念の年ということで、登山や山岳、泰澄など
が活躍した古代史の本・マンガもあります。

　　　歴史図書・マンガフェア開催！

期　間　7月21日㈮~8月31日㈭　午前10時～午後6時　※月曜日は休館です。

場　所　織田文化歴史館  文化交流ホール
参加費　無料
※歴史図書・マンガフェアの本の貸出はできません。館内でお読みください。

特別企画

　特別企画の期間中、お子さんを対象とした文化歴史館・
図書館織田分館の関連イベントを行います。
　おはなしひろばは、申込み不要で、無料です。こども
歴史体験講座と1300年記念特別企画は、（一社）越前町
観光連盟のご協力のもと行います。事前申し込みが必要
で、有料となります。詳しくは、観光連盟にお問い合わせ
（☎37‒1234）いただくか、巻末の「おでこま♪」をご覧
ください。

問合せ先　織田文化歴史館・図書館織田分館　☎36-2288

	 こども歴史体験講座２
	（越前焼DEマイ梵鐘を作っちゃおう）
 8月17日（木）　午前10時30分〜午後0時30分
 祝！越前焼日本遺産認定。学芸員による梵鐘（国宝）のお話

のあと、越前焼の風鈴に色をつけて梵鐘風鈴づくりをします。

	 白山開山1300年記念特別企画
	（修験者になって修行をしよう）
 8月27日（日）　午前9時〜午後3時
 山伏の白衣をイメージした白Ｔシャツに背文字を書いて修

験者になりきろう。泰澄大師の気分になって登山をします。

5

6

 おはなしひろば１
 8月3日（木）　午後2時〜 2時30分
 読み聞かせサークル「どようおはなしひろば虹」が、「花さき山」など

の読み聞かせをします。そのあと貸し出しバッグにお絵かきをします。

	 おはなしひろば２
 8月10日（木）　午後2時〜 2時30分
 司書が日本の神話の読み聞かせをします。そのあとオリジナルの

絵巻ものを作ります。

	 おはなしひろば３
 8月24日（木）　午後2時〜 2時30分
 読み聞かせサークル「どようおはなしひろば虹」が、世界の神話の読

み聞かせをします。そのあと貸し出しバッグにお絵かきをします。

	 こども歴史体験講座１
	（まがたまづくりと魅惑の古代弁当）
 7月27日（木）　午前10時30分〜午後1時
 学芸員による古代のお話を聞いたあと、柔らかい石で勾

まが

玉
たま

（昔の
ペンダント）をつくって卑

ひ

弥
み

呼
こ

の時代にタイムスリップ。

1

4

2

3

スタンプを集めて、クジにチャレンジ ! !
　夏休み期間中、スタンプカードを発行します。左記の6つのイベントへの参加と図書の貸出で、スタンプを集めて景品をもらおう。　スタンプカードは、7月16日（日）から図書館織田分館のカウンターでお渡しします。対象は、中学校3年生までのお子さんとなります。　スタンプカードの有効期限は、8月31日（木）です。

関連イベントも盛りだくさん！

泰
澄
・
白
山
開
山
１
３
０
０
年
記
念  

２
年
連
続
講
演
会

　
今
年
２
０
１
７
年
は
、
泰
澄
が
白
山
を
開
山
し
て

１
３
０
０
年
の
記
念
の
年
で
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
度

か
ら
引
き
続
き
、
泰
澄
や
越
知
山
・
白
山
に
関
係
す

る
連
続
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

堀　
大
介 

（
織
田
文
化
歴
史
館	
学
芸
員
）

村
上
雅
紀	（
織
田
文
化
歴
史
館	

学
芸
員
）

本
郷
真
紹 

氏
（
立
命
館
大
学
文
学
部	

教
授
）

三
井
紀
生 

氏
（
郷
土
史
研
究
家
）

山
口
賢
治 

氏
（
越
知
山
泰
澄
塾	

塾
長
）

菅
谷
文
則 

氏
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所	

所
長
）

や
す
き
ひ
ろ
こ 

氏
（
大
和
か
た
り
べ
）

横
瀬
智
也 

氏
（
大
和
か
た
り
べ
）

本
川
幹
男 

氏
（
勝
山
市
史
審
議
委
員
会	

委
員
）

笠
松
雅
弘 

氏
（
福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館	

館
長
）

杉
﨑
貴
英 

氏
（
帝
塚
山
大
学
文
学
部	

准
教
授
）

場　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー	

多
目
的
ホ
ー
ル

定　
員　
各
回
２
０
０
人

参
加
費　
無
料

そ
の
他	

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、
ど
の
講
演
会
に
参
加

さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
、

織
田
文
化
歴
史
館
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
講
演
会
１　
午
後
１
時
〜
2
時
30
分
（
90
分
）

演　
題　
泰
澄
大
師
と
白
山
開
創

　
　
　
　
―
泰
澄
和
尚
伝
記
の
世
界
―

講　
師　
本
郷
真
紹	

氏

概　
要　
白
山
を
開
い
た
泰
澄
大
師
、
そ
の
伝
記
に
即
し
て
、
古
代

北
陸
の
宗
教
文
化
を
考
え
る
。

　
講
演
会
２　
午
後
2
時
40
分
〜
3
時
50
分
（
70
分
）

演　
題　
越
知
山
大
権
現
の
石
造
物

講　
師　
三
井
紀
生	

氏

概　
要　
越
知
山
大
権
現
の
石
造
物
か
ら
神
仏
習
合
時
代
の
信
仰
の

　
　
　
　
様
子
を
追
求
す
る
。

　
講
演
会
３　
午
後
４
時
〜
5
時
10
分
（
70
分
）

演　
題　
泰
澄
伝
承
を
歩
く

講　
師　
山
口
賢
治	

氏
、
村
上
雅
紀

概　
要　
泰
澄
伝
承
は
８
０
０
箇
所
以
上
あ
り
、
全
国
に
広
ま
る
。

主
要
な
箇
所
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
。

　
講
演
会
４　
午
後
１
時
〜
2
時
20
分
（
80
分
）

演　
題　
山
の
信
仰
の
は
じ
ま
り
と
修
験

講　
師　
菅
谷
文
則	

氏

概　
要　
飛
鳥
時
代
の
末
に
役
小
角
が
奈
良
県
葛
城
に
生
ま
れ
、
修

験
的
な
こ
と
を
始
め
た
と
言
わ
れ
る
。
白
山
の
泰
澄
、
出

羽
三
山
の
蜂
子
皇
子
な
ど
が
開
山
者
と
さ
れ
る
が
、
文
献

史
料
が
な
い
の
で
否
定
的
に
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
し

か
し
、
泰
澄
な
ど
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
出
発
点
に
す
る

方
が
遺
跡
論
か
ら
は
論
証
し
や
す
い
。

講　
　
師

外
部
講
師

　
講
演
会
５（
特
別
公
演
）　
午
後
2
時
40
分
〜
３
時
40
分（
60
分
）

演　
題　
泰
澄
伝
よ
り
十
一
面
観
音
の
心
は
母
の
慈
愛
な
り

語
り
部　
や
す
き
ひ
ろ
こ	

氏
、
横
瀬
智
也	

氏

概　
要　
日
本
古
来
の
舞
台
様
式
を
取
り
入
れ
た
独
自
の
語
り
と
芝

　
　
　
　
居
を
融
合
さ
せ
た
舞
台
。
泰
澄
の
物
語
を
泰
澄
伝
に
そ
っ

て
泰
澄
に
関
わ
っ
た
人
物
か
ら
描
く
。

　
講
演
会
６　
午
後
3
時
50
分
〜
5
時
10
分
（
80
分
）

演　
題　
近
世
の
越
知
山
大
谷
寺
と
白
山
平
泉
寺

　
　
　
　
―
両
寺
院
の
経
営
と
参
詣
者
か
ら
み
た
白
山
信
仰
―

講　
師　
本
川
幹
男	

氏

概　
要　
両
寺
院
の
経
営
や
地
域
と
の
関
係
、
参
詣
者
の
あ
り
方
を

比
較
検
討
し
つ
つ
、近
世
的
白
山
信
仰
の
性
格
を
考
え
る
。

　
講
演
会
7　
午
後
1
時
〜
2
時
20
分
（
80
分
）

演　
題　
院
政
期
の
仏
像
彫
刻
史
と
越
前
町

　
　
　
　
―
白
山
信
仰
の
遺
品
を
中
心
に
―

講　
師　
杉
崎
貴
英	

氏

概　

要　

平
安
時
代
後
半
か
ら
、
白
山
信
仰
は
各
地
に
広
が
っ
た
。

当
時
の
彫
刻
史
に
越
前
町
の
遺
品
を
と
ら
え
る
。

　
講
演
会
８　
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
50
分
（
80
分
）

演　
題　
泰
澄
伝
説
の
研
究
を
め
ぐ
っ
て

講　
師　
笠
松
雅
弘	

氏

概　
要　
泰
澄
伝
説
成
立
過
程
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題
を
整
理
し

て
語
る
。

　
講
演
会
９　
午
後
4
時
〜
5
時
10
分
（
70
分
）

演　
題　
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
の
風
景
と
そ
の
成
立

講　
師　
堀　
大
介

概　

要　
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
は
、
い
つ
書
か
れ
た
も
の
な
の
か
。

伝
記
に
出
て
く
る
風
景
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
成
立
に

つ
い
て
探
る
。

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

9
月
23
日（
土
・
祝
）

10
月
15
日（
日
）

11
月
18
日（
土
）

特  集

広報 えちぜん 26平成29年７月号広報 えちぜん27 平成29年７月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



広報 えちぜん 28平成29年７月号

おでこま♪
地域おこし協力隊

こまさんの
～おでかけこまさん～

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
／

総
務

課
〒

916
‒0192　

福
井

県
丹

生
郡

越
前

町
西

田
中

13
−

5
−

1
TEL 0778

‒34
‒1234㈹

　
FA

X
 0778

‒34
‒1236

大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています

広
報

 え
ち

ぜ
ん

　
N
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平
成

29年
7

月
1

日
発

行

町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

第3回のおでコマ♪は、越前ロコ旅ツアーの紹介です♡織田文化歴史館とのコラボ企画「こども歴史体験講座」のツアーは、夏休み
の宿題にもできちゃいます。ぜひ、夏休みの予定に入れてください。お問い合わせは、越前町観光連盟（☎37–1234）まで♪

7月27日㈭　　定員15人　　1人2,000円
10：30 学芸員による古代のお話
11：00 持てばパワー全開の
 まがたまづくり
12：00 越前ロコ旅オリジナル
 古代弁当

8月17日㈭　　定員20人
小学5年生以上　1人2,000円　　4歳～小学4年生　1人1,800円
3歳以下　　　　1人1,500円

10：30 学芸員による劔神社の国宝梵鐘のお話
11：00 越前焼の風鈴に色を塗ってオリジナル梵鐘をつくっちゃおう♪
 ※手づくり総菜のお店のランチバイキングチケット付き

8月27日㈰　　定員20人　　1人2,500円
9：00 織田文化歴史館集合、
 越前ロコ旅オリジナル
 白Ｔシャツに背文字を書こう
10：30 花立峠からハイキング
11：30 越前ロコ旅「越知んわ寿し弁当」
 越知神社参拝の後ホラ貝を吹こう！

～四ヶ浦保育園～

act.3  越前ロコ旅ツアー

No.4

☆ 自然を活かした「海水浴」☆

何秒もぐれるかな？
よーい、スタート！

すくすく通信

◦まずは海に慣れることから始めます
◦波の揺れにバランスがとれるように

なってきます
◦緊張がとけると力を抜いて
 浮けるようになります

◦浮けるようになって、足を動かせば泳げるように
◦下向きに泳げば潜れるようになります
◦水中でのバランス感覚がしっかりついてきます

◦自信をもって泳いだり潜ったり
◦挑戦していく中でできること、できないこ

とがわかっていきます
◦夏の間にとてもたくましくなっていきます

3歳児

4歳児

5歳児 貝ゲット！

テトラから
大ジャンプ！！

泳げるように
なったよ☆

浮けるかな？
浮き輪がないけど
浮けるかな？

浮き輪で電車！
楽しいなぁ～♪

7月30日㈰、8月5日㈯
定員各30人　　1人3,000円
10：30 遊漁船乗船
11：30 船上で
 越前ロコ旅オリジナル
 「海鮮バーガー」に
 かぶりつき！

漁船ランチクルーズ

持てばパワー全開、
まがたまづくりと古代弁当

こども歴史体験講座① こども歴史体験講座②

白山開山1300年記念特別企画

祝！日本遺産登録
越前焼 DEマイ梵鐘を作っちゃおう

修験者になって泰澄大師
気分で越知山にのぼろう♪


